
『
玉
印
鈔
』
に
つ
い
て

野 

々 

部 

利 

生

豊
山
学
報
・
第
六
六
号

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年

記
　
念
　
特
　
別
　
号
　
抜
　
刷

令
和
五
年
三
月
発
行

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
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『
玉
印
鈔
』
に
つ
い
て

野 

々 

部 

利 

生

は
じ
め
に

現
在
、
東
密
は
両
部
等
葉
説
、
す
な
わ
ち
金
剛
胎
蔵
が
一
組
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
両
部
不
等
葉

説
は
そ
の
逆
で
、
金
胎
が
別
系
統
で
伝
わ
っ
て
き
た
と
す
る
も
の
で
、
主
に
台
密
で
採
用
さ
れ
て
い
る
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
東

密
で
も
両
部
不
等
葉
の
血
脈
が
存
在
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
例
え
ば
、
現
代
の
真
言
宗
の
碩
学
で
あ
る
富
田
斅
純
師
は
『
秘
密

百
話
』
の
な
か
で
、

台
密
は
此
金
胎
両
部
別
伝
の
血
脈
に
依
っ
て
相
承
し
て
居
る
が
、
東
密
に
て
も
古
く
は
仲
々
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日

の
如
く
根
本
批
評
の
流
行
の
時
に
は
此
等
葉
、
不
等
葉
論
は
実
に
密
教
発
達
上
に
重
大
問
題
で
あ
る
。
併
し
此
等
は
専
門
に

流
る
る
か
ら
止
め
よ
う
。
此
事
を
研
究
し
た
い
も
の
は
先
づ
杲
宝
の
玉
印
鈔
を
見
る
が
よ
い
（
１
）。 

と
指
摘
し
て
い
る
。
東
密
で
も
古
く
は
両
部
不
等
葉
の
相
承
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
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杲
宝
（
一
三
〇
六
〜
一
三
六
二
）
撰
『
玉
印
鈔
』
を
参
照
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
秘
密
百
話
』
は
、そ
の
名
の
通
り
密
教
に
関
わ
る
一
〇
〇
項
目
の
題
材
に
つ
い
て
概
略
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
著
作
で
あ
る
た
め
、

等
葉
・
不
等
葉
に
つ
い
て
重
大
問
題
と
し
つ
つ
も
専
門
的
に
詳
述
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

富
田
斅
純
師
に
よ
る
記
述
を
端
緒
と
し
て
当
論
文
で
は
、『
玉
印
鈔
』
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
。
両
部
等
葉
・
不
等
葉
の

相
承
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
密
教
付
法
に
つ
い
て
は
様
々
な
問
題
が
古
来
よ
り
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
日
経
疏
』
の
末

釈
類
で
胎
蔵
系
統
の
相
承
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
本
密
教
に
お
け
る
種
々
あ
る
相
承
や
付
法
の
問
題
に
つ
い

て
総
合
的
に
著
述
し
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
『
玉
印
鈔
』
の
み
で
あ
る
。

恐
ら
く
杲
宝
の
時
代
に
は
、
東
密
・
台
密
間
で
の
相
承
に
関
す
る
議
論
や
、
付
法
の
問
題
に
関
す
る
議
論
は
、
あ
る
程
度
成
熟

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、『
玉
印
鈔
』
は
東
密
が
両
部
等
葉
・
不
等
葉
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
扱
っ
て
い
た
か
が
窺
い
知
れ
る
、
恰
好
の
史
料
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
玉
印
鈔
』
は
未
翻
刻
史
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
先
学
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
部

等
葉
・
不
等
葉
説
に
言
及
す
る
前
に
当
論
で
は
、
ま
ず
『
玉
印
鈔
』
の
概
要
と
著
作
の
性
質
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

一
、『
玉
印
鈔
』
の
書
誌
的
情
報

今
現
在
『
玉
印
鈔
』
は
、
未
翻
刻
の
史
料
で
あ
る
。『
玉
印
鈔
』
は
写
本
と
版
本
が
現
存
す
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

写
本
の
存
在
に
つ
い
て
①
大
谷
大
学
（
寛
延
二
年
〈
一
七
四
九
〉
写
、
三
冊
）、
②
観
智
院
金
剛
蔵
（
元
禄
十
二
年
〈
一
六
九
九
〉
写
、
四
冊
）、

③
高
野
山
宝
亀
院
（
室
町
時
代
写
）、
④
宝
菩
提
院
三
密
蔵
（
室
町
時
代
写
）
の
四
本
の
写
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
本
の
写

本
に
つ
い
て
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
所
蔵
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
書
籍
に
よ
っ
て
書
誌
情
報
が
補
足
で
き
た
も
の
を
以
下
に
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『玉印鈔』について（野々部）

示
し
た
い
。

①
大
谷
大
学
所
蔵
本

大
谷
大
学
図
書
館
の
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
載
さ
れ
る
書
誌
情
報
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
２
）。

冊
数
：
三
冊

装
丁
：
袋
綴
装　

五
つ
目
綴　

紙
数
：
第
一
冊
（
一
〜
四
巻
）：
五
二
丁
、
第
二
冊
（
五
〜
八
巻
）：
四
六
丁
、
第
三
冊
（
九
、十
巻
）：
四
五
丁

法
量
：
二
七
・
一
糎

外
題
：
書
外
題　

玉
印
鈔

扉
題
：
玉
印
鈔

小
口
：
玉
印

そ
の
他
：
朱
点
・
朱
引
・
緑
引
・
朱
書
・
緑
書

奥
書

第
一
巻
：
寛
延
二
七
月
廿
日
写
校
朱
点
了
并
校
了

第
二
巻
：
寛
延
二
己
巳
七
月
廿
一
日
写
校
朱
点
了
并
校
了

第
三
巻
：
寛
延
二
七
月
廿
二
日
写
校
朱
訓
了
并
交
了

第
四
巻
：
寛
延
二
年
己
巳
之
秋
七
月
廿
三
日
写
校
朱
点
了
并
交
了

第
五
巻
：
初
秋
廿
四
日
写
校
訓
点
了
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第
六
巻
：
寛
延
己
巳
七
月
廿
四
日
書
写
校
朱
了

第
七
巻
：
七
月
廿
五
日
写
校
了

第
八
巻
：
七
月
廿
五
日
写
交
了

第
九
巻
：
七
月
廿
六
日
写
校
了

第
十
巻
：
右
一
部
十
巻
写
□
聖
通
法
印
所
持
本
□
…
□
寛
延
二
年
七
月
廿
九
日
□
作
詮
我
浅
□
…
□
標
装
了

※
恐
ら
く
□
は
判
読
不
能
の
文
字
を
表
す
。

②
観
智
院
金
剛
蔵
所
蔵
本

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
観
智
院
に
は
元
禄
十
二
年
の
書
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
東

寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
を
確
認
す
る
と
、
元
禄
十
五
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
（
第
一
〇
五
箱
・
二
〇
番
）
と
、
貞
和
三
〜
六

年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
（
第
五
六
箱
・
二
番
）
の
二
本
が
あ
る
。

こ
こ
で
煩
雑
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
奥
書
の
み
を
示
し
た
い
。

・
元
禄
十
五
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
（
十
巻
四
冊
）

巻
第
一
、二

①
本
云
（
朱
書
・
傍
点
ト
モ
）

「
十
字
宗
宝
本
ニ
無
シ
」

右
依
栄
宝
観
宝
両
阿
闍
梨
所
望

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

以
口
筆
令
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『玉印鈔』について（野々部）

書
之
今
為
修
自à （
廃
）
忘
命
観
宝
書
写
之
未
及

再
治
更
不
可
有
外
見
而
已

貞
和
三
秊
正
月
廿
二
日　

権
少
僧
都
杲
宝

 

「
己（
朱
書
）　上
艸
本
」

本
云

右
抄
観
智
院
僧
都
杲
―宝

草
本
也
然
先
師
賢
―宝

法
卬
後
日
被
用
捨
勘
文
并
文
勺

（
句
力
）等Ü

以
彼
本

令
書
写
之Ü

于
時
正
長
元
年
極
月
十
四
日　

権
大
僧
都
宗
宝

 
（
以
上
本
奥
書
）

元
禄
十
五
年
六
月
朔
日
遂
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
賢
賀
生　十

九

②
元
禄
十
五
年
六
月
十
五
日
令
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
賢
賀
生
年
十
九
（
３
）

巻
第
三
〜
五

①
本
云右

命
観
宝
闍
梨
書
写
之
未
加
再
治
敢
不
可
及
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外
見
矣

貞
和
三
秊
六
月
八
日
権
少
僧
都
杲
宝

 

（
以
上
本
奥
書
）

元
禄
十
五
年
六
月
晦
日
馳
禿
筆
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
賢
賀
生
年

十
九

（
追
筆
）

「
享
保
十
六
辛
亥
年
二
月
十
六
日
夜
二
三
子
会
合
校
合
了
以
現
流
本
加
点
䚹
謬
＝

多
歟
後
世
悉
焉　

賢
賀
四
十
八
載 

②
本
云右

任
師
伝
粗
記
挭
慨
即
命

観
宝
闍
梨
令
書
之
只
為
修

自à （
廃
）
荒
敢
不
可
及
外
見
矣

貞
和
三
秊
八
月
八
日　

権
少
僧
都
杲
宝

 
   （

以
上
本
奥
書
）

元
禄
十
五
年
七
月
七
日
馳
禿ã

了
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『玉印鈔』について（野々部）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
賢
賀
生
年

十
九

③
元
禄
十
五
年
七
月
廿
九
日
令
書
写
畢

 

権
少
僧
都
賢
賀
生
年

十
九
（
４
）

巻
第
六
〜
八

①
元
禄
十
五
年
八
月
六
日
遂
書
功
了

 
権
少
僧
都
賢
賀
生
年
十
九

②
元
禄
十
五
年
八
月
十
二
日
遂
書
写
了

 

権
少
僧
都
賢
賀
生
年
十
九

③
本
云

　
　

貞
和
六
年
正
月
廿
一
日
書
写
了

 

大
法
師
賢
宝

 

（
以
上
本
奥
書
）

　

元
禄
十
五
年
八
月
廿
五
日
令
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
少
僧
都
賢
賀
生
年
十
九 

（
５
）

巻
第
九
、十
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①
本
批
云

右
梵
字
悉
曇
者
密
家
経
骨
也
而

人
多
迷
相
承
之
源
歟
今
為
賢
宝
公
伝

録
本
文
管
見
所
及
粗
勘
二

—

載
之
追
尋

á （
明
）師
可
加
再
治
矣

　

貞
和
五
秊
十
一
月
三
日
権
少
僧
都
杲
宝
記之

 

（
以
上
本
奥
書
）

元
禄
十
五
年
九
月
七
日
書
写
畢

 

権
少
僧
都
賢
賀
生
年
十
九

②
自
筆
本
云

右
一
部
十
巻
於
東
寺
西
院
僧
坊
抄
之
多
載

先
師
口
决
少
注
徴
質
愚
案
且
可
秘
且
可
恥
敢

不
可
及
外
見
爰
賢
宝
聡
敏
無
双
法
器
抜
群

仍
対
彼
致
精
談
一
部
許
披
見
訖

貞
和
五
秊
十
二
月
十
八
日　

権
少
僧
都
杲
宝
記之

 

（
以
上
本
奥
書
）

右
全
部
十
巻
以
当
院
経
蔵
古
本
令
書
写

於
朱
点
者
師
主
杲
快
僧
正
被
遂
書
功
訖
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『玉印鈔』について（野々部）

元
禄
十
五
年
九
月
廿
五
日　

権
少
僧
都
賢
賀
生
年

十
九

「
右（
追
筆
）　十
巻
自
春
正
月
至
当
月
廿
二
日
談
義
了
伝
法
＝

勧
学
兼
衆
僧
正
賢
賀
年　

歯　
　

四
十
八
歳

享
保
十
六
辛
亥
年
四
月
廿
二
日（６
）」

・
貞
和
三
〜
六
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
（
十
巻
）

巻
第
一右

依
栄
宝
観
宝
両
闍
梨
所
望
以
口
筆
令

書
之
今
為
備
自â

忘
命
観
宝
書
写
之
未
及

再
治
更
不
可
有
外
而
己

貞
和
三
秊
正
月
廿
二
日
権
少
僧
都
杲
宝
（
７
） 

巻
第
三右

命
観
宝
闍
梨
書
写
之
未
加
再
治
敢
不
可
及

外
見
矣

貞
和
三
秊
六
月
八
日
権
少
僧
都
杲
宝
（
８
）

巻
第
四
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右
任
師
伝
粗
記
綱（
挭
）概
即
命

観
宝
闍
梨
令
書
之
只
為
備

自â

忘
敢
不
可
及
他
見
矣

貞
和
三
秊
八
月
八
日
権
少
僧
都
杲
宝
（
９
） 

巻
第
八貞

和
六
年
正
月
廿
一
日
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
法
師
賢
宝

A
C
B 

巻
第
九右

梵
字
悉
曇
者
密
家
綱
骨
也
而

人
多
迷
相
承
之
源
○歟

今
為
賢
宝
公
伝

録
本
文
管
見
所
及
粗
勘
載
之
追
尋

明
師
可
加
再
治
矣

貞
和
五
秊
十
一
月
三
日
権
少
僧
都
杲
宝
記之 

A
D
B

巻
第
十右

一
部
十
巻
於
東
寺
西
院
僧
坊
抄
之
多
載

先
師
口
決
少
注
徴
質
愚
案
且
可
秘
且
恥
敢
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『玉印鈔』について（野々部）

不
可
及
外
見
爰（
朱
書
）賢
宝
「
時
十
七
歳
」
聡
敏
無
双
法
器
抜
群

仍
対
彼
致
精
談
一
部
許
披
見
訖

　
　

貞
和
五
秊
十
二
月
十
八
日
権
少
僧
都
杲
宝
之記
「
時（
朱
書
）　四
十
四
歳

A
E
B

」 
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
さ
れ
る
元
禄
十
二
年
書
写
本
と
、『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
に
記
載
さ
れ
る
元
禄
十
五
年
の

書
写
本
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
記
載
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
奥
書
の
み
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
後
者
の
貞
和
三
〜
六
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
は
、
杲
宝
の
口
説
を
書
き

記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
第
一
巻
に
は「
右
栄
宝
、観
宝
両
闍
梨
の
望
む
所
に
依
り
て
口
筆
を
以
っ
て
、こ
れ
を
書
す
べ
し
」と
あ
り
、栄
宝（
生
没
年
未
詳
）、

観
宝
（
一
三
二
九
？
〜
一
三
四
七
〜
一
三
九
四
？
）
の
希
望
が
あ
り
、口
頭
や
文
章
で
説
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、第
三
巻
は
「
右
、

観
宝
闍
梨
に
命
じ
て
、
こ
れ
を
書
写
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
杲
宝
の
口
伝
を
観
宝
が
書
き
留
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
観
宝
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は
第
四
巻
ま
で
の
よ
う
で
、
第
八
巻
の
奥
書
は
「
貞
和
六
年
正
月
二
十
一
日
書
写
し
了
。

大
法
師
賢
宝
」
と
あ
り
、
第
九
巻
、
第
十
巻
の
奥
書
も
賢
宝
（
一
三
三
三
〜
一
三
九
八
）
に
伝
授
し
た
口
決
を
書
き
記
し
た
よ
う
な
奥

書
と
な
っ
て
い
る
。

杲
宝
が
活
躍
し
て
い
た
当
時
、
東
寺
教
学
圏
で
は
師
の
口
説
を
弟
子
が
筆
受
す
る
著
作
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『@

œ

鈔

A
F
B

』
が
杲
宝
説
・
観
宝
記
、『
宝
册
鈔

A
G
B

』
が
杲
宝
説
・
賢
宝
記
で
あ
る
の
で
、
こ
の
『
玉
印
鈔
』
も
杲
宝
の
口
説
を
弟
子
（
観
宝
・

賢
宝
）
が
筆
受
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
杲
宝
の
自
筆
本
か
は
、
写
本
の
現
物
を
閲
覧
し
て
い
な
い
た
め
想
像
の
域
を
で
な
い
が
、
元
禄
十
五
年
の
識
語
を
有
す

る
写
本
に
は
、「
自
筆
本
に
云
わ
く
」
と
し
て
貞
和
三
〜
六
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
の
第
十
巻
の
奥
書
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
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に
東
寺
観
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
加
味
す
る
と
貞
和
三
〜
六
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
は
、『
玉
印
鈔
』
の
底
本
、

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

③
高
野
山
宝
亀
院
所
蔵
本

高
野
山
大
学
図
書
館
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
に
て
『
玉
印
鈔
』
第
一
、二
と
『
玉
印
鈔
』
第
三
〜
十
の
二
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
寄
託
の
文
献
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
高
野
山
宝
亀
院
所
蔵
本
で
あ
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。

④
宝
菩
提
院
三
密
蔵
所
蔵
本

当
該
写
本
に
つ
い
て
は
追
加
の
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

写
本
の
情
報
を
示
し
た
が
、
次
に
版
本
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

寛
永
三
年
古
活
字
版
（
六
冊
）

承
応
元
年
版
（
五
冊
）

宝
永
三
年
版
（
六
冊
）

刊
年
不
明
版
（
二
冊
）

の
四
種
の
版
本
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
比
較
的
簡
便
に
閲
覧
で
き
る
も
の
と
し
て
寛
永
三
年
版
が
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る

A
H
B

。
ま
た
、
承
応
元
年
版
は
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
所
蔵 

栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
顕
密
典
籍
文
書
集
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成
』
で
影
印
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

A
I
B

。

寛
永
三
年
古
活
字
版
に
は
、
第
一
冊
の
末
に
「
寛
永
三
年
丙寅

三
月
廿
一
日

A
J
B

」、
第
六
冊
の
末
に
「
寛
永
三
丙寅

年
七
月
十
三
日
尾
州

住
丹
下
浄
善
開
板A

K
B

」
と
あ
り
刊
記
を
載
せ
る
に
留
ま
り
、
奥
書
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

そ
し
て
承
応
元
年
版
は
次
の
よ
う
な
本
奥
書
を
確
認
で
き
る
。

右
一
部
十
巻
於
東
寺
西
院
僧
坊
抄
之
多
戴
先
師
口
決

少
註
微
質
愚
案
且
可
秘
且
可
恥
敢
不
可
外
見
爰
賢
宝

聡
敏
無
双
法
器
抜
群
仍
対
彼
致
精
談
一
部
許
披
見
訖

　

貞
和
五
年
十
二
月
十
八
日　

権
少
僧
都
杲
宝
記
之

A
L
B　

こ
の
奥
書
を
読
解
す
る
と
、「『
玉
印
鈔
』
十
巻
は
東
寺
西
院
の
僧
坊
に
て
記
し
た
。
先
師
の
口
決
を
多
く
戴
い
た
が
、
自
分
の

愚
か
で
質
の
低
い
意
見
も
少
し
織
り
交
ぜ
た
。
恥
ず
べ
き
意
見
な
の
で
秘
蔵
し
て
敢
え
て
外
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
二
人

と
い
な
い
聡
明
で
僧
侶
と
し
て
の
器
の
広
い
賢
宝
と
、
質
の
高
い
話
を
交
わ
し
た
の
で
一
部
閲
覧
を
許
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
先
に
紹
介
し
た
、
貞
和
三
〜
六
年
の
識
語
を
有
す
る
写
本
の
第
十
巻
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
承
応
元
年
版
の
奥
書
の
み
で
判
断
し
て
し
ま
う
と
、『
玉
印
鈔
』
は
杲
宝
が
全
て
書
き
下
ろ
し
た
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
先
に
紹
介
し
た
写
本
の
奥
書
も
併
せ
て
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
『
玉
印
鈔
』
は
、
先
師

A
M
B

の
知
見
を
基
調
と
し
、
そ
こ

に
杲
宝
の
私
見
も
織
り
交
ぜ
、
杲
宝
自
身
お
よ
び
観
宝
ま
た
は
賢
宝
が
筆
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
別
言
す
れ
ば
『
玉
印
鈔
』

は
杲
宝
の
意
見
の
み
な
ら
ず
、
杲
宝
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
東
寺
教
学
圏
で
受
用
さ
れ
て
い
た
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
著
作
と

も
言
え
よ
う
。
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な
お
、
当
論
で
は
書
籍
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
承
応
元
年
版
を
使
用
し
て
、
今
後
の
論
述
を
行
い
た
い
。

二
、『
玉
印
鈔
』
の
概
要

こ
こ
で
は
『
玉
印
鈔
』
内
容
構
成
を
概
観
し
た
い
。

ま
ず
、『
玉
印
鈔
』
は
巻
第
一
に
序
文
と
十
題
の
総
目
録
が
示
さ
れ
て
い
る
。
序
文
は
、『
玉
印
鈔
』
を
撰
述
す
る
由
縁
が
示
さ
れ
、

ま
た
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
撰
『
五
部
陀
羅
尼
問
答
偈
讃
宗
秘
論

A
N
B

』
の
「
玉
印
金
箱
は
帝
帝
相
付
し
、
真
言
密
印
は

仏
仏
相
伝
し
た
ま
う

A
O
B

」
と
い
う
文
章
を
引
い
て
い
る
。
明
確
に
言
及
は
し
て
い
な
い
が
、『
玉
印
鈔
』
と
い
う
書
名
は
『
五
部
陀
羅

尼
問
答
偈
讃
宗
秘
論
』
か
ら
採
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

序
文
の
後
、
総
目
録
は
列
挙
さ
れ
る
。
目
録
と
は
い
わ
ゆ
る
目
次
で
あ
り
、『
玉
印
鈔
』
を
概
観
す
る
う
え
で
一
助
を
な
す
も

の
な
の
で
煩
を
恐
れ
ず
以
下
に
示
す
。

玉
印
鈔
総
目
録

一
両
部
秘
蔵
嫡
嫡
相
承
事

二
龍
猛
開
塔
密
教
流
伝
事

三
龍
智
菩
薩
両
部
相
承
事

四
金
剛
智
三
蔵
両
部
受
学
事

五
不
空
三
蔵
両
部
相
承
事

六
青
龍
和
尚
両
部
受
学
事
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七
弘
法
大
師
青
龍
写
瓶
事

八
雑
部
真
言
流
伝
次
第
事

九
梵
字
声
明
相
承
次
第
事

十
他
門
相
承
真
言
血
脈
事

　

以
上
十
題
以
為
巻
軸
次
第

A
P
B　

こ
れ
が
『
玉
印
鈔
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
全
て
の
論
題
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
冒
頭
で
は
、
先
の
十
題
を

そ
れ
ぞ
れ
細
分
化
し
た
目
録
が
追
加
し
て
付
さ
れ
る
。

・
巻
第
一両

部
秘
蔵
嫡
嫡
相
承
事

　

付
出
生
義
釈
師
子
事

釈
迦
所
説
密
教
説
時
事

釈
迦
大
日
二
仏
所
説
教
説
時
前
後
事

顕
教
付
法
師
子
比
丘
時
断
絶
事

付
法
蔵
経
仏
説
歟
事

同
経
二
十
四
祖
為
大
乗
事

A
Q
B　
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・
巻
第
二玉

印
鈔
巻
第
二
目
録

龍
猛
開
塔
密
教
流
伝
事

付義
訣
大
徳
指
龍
猛
事

同
訣
意
戴
金
薩
否
事

南
天
鉄
塔
所
成
事

義
訣
意
従
誰
人
受
大
日
真
言
耶
事

同
文
毘
盧
遮
那
念
誦
法
要
事

以
白
芥
子
開
塔
戸
事

龍
猛
菩
薩
両
部
相
承
事

他
門
所
伝
無
謂
事

自
門
相
承
叶
本
説
事

義
訣
不
挙
胎
蔵
相
承
事

自
他
門
血
脈
和
会
事

南
天
鉄
塔
為
如
来
神
力
所
変
歟
事

A
R
B　

・
巻
第
三龍

智
菩
薩
両
部
相
承
事
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付龍
智
掬
多
同
異
事

円
行
相
承
胎
蔵
血
脈
事

A
S
B　

・
巻
第
四金

剛
智
従
龍
智
両
部
相
承
事

付金
智
無
畏
互
為
師
資
伝
受
両
部
歟
事

金
智
来
唐
年
紀
事

金
智
唯
以
金
界
授
一
行
歟
事

無
畏
一
行
両
祖
不
列
付
法
正
嫡
事

A
T
B　

・
巻
第
五不

空
三
蔵
両
部
受
学
事

付不
空
三
蔵
渡
天
帰
唐
年
紀
事

不
空
三
蔵
両
部
大
本
経
請
来
事

同
三
蔵
胎
蔵
部
経
軌
翻
訳
事

金
智
龍
智
両
伝
有
浅
深
歟
事

A
U
B　
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・
巻
第
六青

龍
寺
和
尚
従
不
空
受
学
両
部
事

 
付

 

恵
朗
等
受
一
界
恵
果
独
伝
両
部
事

A
V
B　

・
巻
第
七弘

法
大
師
為
青
龍
和
尚
付
法
写
瓶
事

 

付

 

呉
慇
纂
用
否
事

 

大
師
御
渡
唐
縁
起
并
年
紀
事

 

大
師
賀
能
事

 

大
師
六
七
八
月
御
灌
頂
分
別
事

 

大
師
御
帰
朝
年
紀
事

 

大
師
付
法
弟
子
事

A
W
B　

・
巻
第
八雑

部
真
言
経

 

付



—419—

『玉印鈔』について（野々部）
 

経
与
法
分
別
事

 

雑
部
真
言
経
鉄
塔
相
承
歟
事

 
雑
部
得
名
事

 
両
部
雑
部
経
軌
分
別
事

A
X
B　

・
巻
第
九梵

字
声
明
業
相
承
次
第
事

 

付

 

安
然
所
立
四
種
相
承

 

自
他
両
門
所
伝
付
両
門
傍
正A

Y
B 

・
巻
第
十他

門
相
承
密
宗
血
脈

 

伝
教
大
師
相
承

 

慈
覚
大
師
相
承

 

智
証
大
師
相
承

 

海
雲
血
脈
付
海
雲
記
謬
説
条
条

 

造
玄
血
脈

 

大
日
経
石
窟
流
伝
付
大
日
経
序
用
否
事A

Z
B 
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こ
の
よ
う
に
、
目
録
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
『
玉
印
鈔
』
は
日
本
密
教
、
殊
に
東
密
に
お
け
る
密
教
相
承
の
問
題
を
網
羅

的
に
扱
っ
て
い
る
文
献
で
あ
る
。
相
承
の
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
例
え
ば
等
葉
・
不
等
葉
の
問
題
一
つ
を
扱
う
に
し
て
も
、
ま

ず
龍
猛
菩
薩
が
南
天
の
鉄
塔
で
両
部
を
授
か
っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
金
剛
界
の
み
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。『
玉
印
鈔
』
で
い

え
ば
巻
第
二
「
龍
猛
菩
薩
両
部
相
承
事
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

他
に
も
、
金
剛
界
を
相
承
し
て
い
る
金
剛
智
と
胎
蔵
を
相
承
し
て
い
る
善
無
畏
が
、
互
い
に
金
胎
を
授
け
合
っ
た
と
す
る
金
善

互
授
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
部
等
葉
説
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
説
話
が
あ
る
。『
玉
印
鈔
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
巻
第
四
「
金

智
無
畏
互
為
師
資
伝
受
両
部
歟
事
」
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
問
題
を
扱
う
だ
け
で
も
、
そ
こ
に
ぶ
ら
下
が
る
様
々
な
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
、
相
承
の
種
々
の
問
題
を
総
合
的
に
扱
っ
た
著
作
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、『
玉
印
鈔
』
は
東
密
の
相
承
問
題
を
検

討
す
る
う
え
で
重
要
な
著
作
と
言
え
る
。

本
文
の
体
裁
は
、

・「
〇
〇
に
云
わ
く
」
と
す
る
文
献
の
引
用

・
そ
の
引
用
に
対
し
て
「
私
に
云
わ
く
」
と
し
て
注
記
す
る
杲
宝
の
私
見

・「
尋
ね
て
云
わ
く
…
…
答
う
…
…
」
と
す
る
問
答
体

と
い
う
三
つ
の
要
素
で
論
述
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
私
見
を
区
別
す
る
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
前
に
紹
介
し
た
観
智
院

所
蔵
の
諸
写
本
の
奥
書
に
も
「
多
く
先
師
の
口
決
を
戴
き
、
質
を
徴
め
て
愚
案
を
少
し
く
注
す
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
私
に

云
わ
く
」
と
し
て
い
な
い
箇
所
は
先
師
の
口
決
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
他
文
献
と
の
類
似

『
玉
印
鈔
』に
は
他
文
献
と
類
似
す
る
内
容
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、杲
宝
説
・
観
宝
記『@

œ

鈔
』と
大
部
分
で
一
致
し
て
い
る
。

両
文
献
の
異
同
を
表
で
示
せ
ば
次
の
表
に
な
る
。

『
玉
印
鈔
』

『@
œ

鈔
』

巻
第
一

巻
第
一

巻
第
二

巻
第
三

巻
第
三

巻
第
四

巻
第
四

巻
第
五

巻
第
五

巻
第
六

巻
第
六

巻
第
七

巻
第
七

巻
第
八

巻
第
八

巻
第
九

巻
第
九

巻
第
十

巻
第
十

両
書
は
必
ず
し
も
ど
ち
ら
か
が
広
略
の
関
係
に
あ
る
訳
で
は
な
い
。『
玉
印
鈔
』の
巻
第
九「
梵
字
声
明
業
相
承
次
第
事
」は
、『@

œ

鈔
』
に
存
在
し
な
い
。
逆
に
『@

œ

鈔
』
巻
第
二
「
両
部
大
経
為
金
剛
手
結
集
歟
事
三
門
所
伝

此
中
戴
之

」
は
、『
玉
印
鈔
』
に
存
在
し
な
い
。

ま
た
、『
玉
印
鈔
』
巻
第
三
と
『@

œ

鈔
』
巻
第
四
は
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
も
の
の
、
唯
一
異
な
る
点
と
し
て
、『
玉
印
鈔
』
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巻
第
二
の
冒
頭
（「
義
訣
大
徳
指
龍
猛
事
」
の
前
）
に
、
徳
一
（
七
四
九
〜
八
二
四
？
）
撰
『
真
言
宗
未
決
文

A
[
B

』「
鉄
塔
疑
」
に
対
し
て
の
反

論
が
述
べ
ら
れ
る
。

両
書
は
八
割
以
上
、
同
内
容
と
言
っ
て
良
い
が
、
な
ぜ
杲
宝
や
観
宝
が
こ
の
よ
う
な
改
変
を
し
た
の
か
、
序
文
や
奥
書
な
ど
を

確
か
め
て
も
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
東
寺
の
三
宝
を
は
じ
め
東
寺
教
学
圏
の
学
匠
に
よ
る
著
作
は
、「
師
の
口
伝
」「
自
身
の
私
見
」

「
筆
受
し
た
編
纂
者
の
意
向
」、こ
れ
ら
三
要
素
で
成
立
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。『
玉
印
鈔
』も
例
外
で
は
な
く「
杲
宝
の
師
の
口
伝
」

「
杲
宝
の
私
見
」「
観
宝
・
賢
宝
の
意
向
」
と
い
う
三
点
で
成
っ
て
い
る
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

『
玉
印
鈔
』
は
密
教
に
お
け
る
様
々
な
相
承
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
著
作
で
あ
る
。

現
在
、『
玉
印
鈔
』
は
未
翻
刻
史
料
で
は
あ
る
も
の
の
、
版
本
影
印
の
出
版
物
や
安
易
に
閲
覧
で
き
る
画
像
デ
ー
タ
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

写
本
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
現
存
し
て
お
り
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
が
、
杲
宝
の
自
筆
本
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
写
本
の
実
物
の
調
査
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
諸
写
本
の
識
語
か
ら
読
み
解
く
と
『
玉
印
鈔
』
は
、
杲
宝
一
人
の
私
見
を
著
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
師
の
意
見
を
基

調
と
し
、
自
身
の
意
見
を
付
け
加
え
、
観
宝
・
賢
宝
と
い
っ
た
口
説
を
授
か
っ
た
編
纂
者
の
意
向
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、「
東
寺
教
学
の
見
解
」
と
考
え
た
方
が
無
難
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、『
玉
印
鈔
』
は
相
承
に
関
す
る
諸
問
題
を
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
良
著
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
杲
宝
の
相

承
に
関
す
る
言
及
は
、『
杲
宝
私
抄

A
\
B

』
に
も
散
見
さ
れ
る
の
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
43
） （
44
）（
45
） （
46
）（
47
）（
48
） 

（
49
）（
49
）
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『
杲
宝
私
抄
』
巻
第
一
に
は
「
金
剛
薩
埵
直
付
龍
樹
歟
事
」、巻
第
三
に
は
「
南
天
鉄
塔
如
来
神
力
所
変
事
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
『
玉
印
鈔
』
に
同
様
の
文
章
は
な
く
、『
杲
宝
私
抄
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
あ
る
。「
南
天
鉄
塔
如
来
神
力
所
変
事
」

は
、『
玉
印
鈔
』「
南
天
鉄
塔
為
如
来
神
力
所
変
歟
事
」
と
同
等
の
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
今
後
、
内
容
の
詳
細
な
比
較
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

当
論
文
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
か
っ
た
『
玉
印
鈔
』
を
扱
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
書
誌
的
な
情
報
や
文

献
の
撰
述
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
杲
宝
が
な
ぜ
『
杲
宝
私
抄
』
に
あ
っ
た
議
論
を
『
玉
印
鈔
』
で
扱
わ
な
か
っ
た
の
か
、

ま
た
先
述
し
た
『@

œ
鈔
』
と
の
相
違
点
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、『
玉
印
鈔
』
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
こ
れ
ら
の

点
は
正
確
か
つ
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
た
め
、
今
後
別
稿
を
期
し
た
い
。

註（
１
）
富
田
斅
純
『
秘
密
百
話
』
加
持
世
界
社
、
一
九
一
三
年
、
一
八
〜
一
九
頁

（
２
）
大
谷
大
学
図
書
館　

古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://bib.otani.ac.jp/cat/item

view
.php?id=22/003226

（
二
〇
二
三
年
二
月
二
四
日

閲
覧
）

（
３
）
京
都
府
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
五
、
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年 

、
二
七
六
〜
二
七
八
頁

（
４
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
五
、二
七
八
〜
二
八
〇
頁

（
５
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
五
、二
八
〇
頁

（
６
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
五
、二
八
二
〜
二
八
四
頁

（
７
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
二
頁

（
８
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
三
頁

（
９
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
四
頁
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（
10
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
六
頁

（
11
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
六
〜
三
〇
七
頁

（
12
）『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
三
、三
〇
七
頁

（
13
）『
真
言
宗
全
書
』
二
一
・
一
〜
二
二
〇

（
14
）『
大
正
蔵
』
七
七
・
七
八
六
上
〜
八
三
六
下

（
15
）
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブhttps://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/

（
二
〇
二
三
年
二
月
二
四
日
閲
覧
）

（
16
）
森
重
樹
編
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
所
蔵　

栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
顕
密
典
籍
文
書
集
成
』
第
十
一
巻
、
縁
起
・
血
脈
篇
二
、
平
河
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、
九
七
〜
四
五
四
頁
（
以
下
、『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
と
称
す
る
）

（
17
）
寛
永
三
年
古
活
字
版 
第
一
冊
・
四
三
丁
右

（
18
）
寛
永
三
年
古
活
字
版 
第
六
冊
・
四
三
丁
右

（
19
）
承
応
元
年
版 

第
五
冊
・
三
一
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
四
五
一
頁
）

（
20
）
先
師
と
い
う
の
は
杲
宝
の
師
で
あ
る
頼
宝
（
一
二
七
九
〜
一
三
三
〇
）
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
註

に
て
愚
考
を
記
す
の
み
と
す
る
。

（
21
）『
弘
全
』
二
・
七
四
〜
一
三
一
頁

（
22
）『
弘
全
』
二
・
一
二
八
頁

（
23
）
承
応
元
年
版 

第
一
冊
・
二
丁
右
〜
左
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
）

（
24
）
承
応
元
年
版 

第
一
冊
・
二
丁
左
〜
三
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
）

（
25
）
承
応
元
年
版 

第
一
冊
・
三
丁
右
〜
四
丁
左
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
）

（
26
）
承
応
元
年
版 

第
二
冊
・
一
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
八
五
頁
）

（
27
）
承
応
元
年
版 

第
二
冊
・
二
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
八
七
頁
）

（
28
）
承
応
元
年
版 

第
三
冊
・
一
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
二
三
五
頁
）

（
29
）
承
応
元
年
版 

第
三
冊
・
二
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
二
三
七
頁
）
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（
30
）
承
応
元
年
版 

第
四
冊
・
一
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
二
九
一
頁
）

（
31
）
承
応
元
年
版 

第
四
冊
・
二
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
二
九
三
頁
）

（
32
）
承
応
元
年
版 

第
五
冊
・
一
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
三
四
九
頁
）

（
33
）
承
応
元
年
版 

第
五
冊
・
二
丁
右
（『
栂
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
三
五
一
頁
）

（
34
）『
大
正
蔵
』
七
七
・
八
六
二
頁
下
〜
八
六
五
中

（
35
）『
真
全
』
二
〇
・
一
〜
一
七
四
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